
カーボンニュートラル実現に向けた
ＥＮＥＯＳグループの合成燃料の取組みについて

石油連盟 政策副委員長 カーボンニュートラル推進担当

ＥＮＥＯＳホールディングス株式会社／ＥＮＥＯＳ株式会社

常務執行役員 須永 耕太郎

2022年９月16日



1Copyright Ⓒ ENEOS Holdings, Inc., ENEOS Corporation  All Rights Reserved.     

石油業界は、サプライチェーンや製品の脱炭素化の取り組みの加速化や、既存インフラが活用できる革新的
な脱炭素技術の研究開発と社会実装に積極的にチャレンジすることで、2050年において事業活動に伴うCO2
排出の実質ゼロ（カーボンニュートラル）を目指すとともに、供給する製品の低炭素化等を通じて、社会全体
のカーボンニュートラルの実現に貢献します。

(1)自社の事業活動に
伴うCO2排出削減
（Scope 1+2）

①省エネ対策の強化・燃料転換の推進

③ CO2フリー水素の活用等の技術開発※

④ CCS・CCU（カーボンリサイクル）の技術開発※

②再エネ・ゼロエミ電源の活用・開発促進

既存対策の強化・技術開発 実用化に向けたチャレンジ

実証検討中（30年目途）

GI基金による実証（～30年）

2030年 2050年

(2)供給する製品に
伴うCO2排出削減

①第１世代バイオ燃料の活用

⑤合成燃料 e-fuel
（カーボンリサイクル）の技術開発※

②内燃機関(エンジン）の燃費向上に資する燃料開発

④ CO2フリー水素の技術開発※
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(3)CO2排出削減・
吸収源対策

①バリューチェーンの低炭素化（環境配慮型製品、潤滑油等）

④廃プラリサイクルの技術開発※

②水素ステーション、EV充電のインフラ整備
③再エネ事業の拡大・開発促進

⑤水素供給事業の技術開発※

⑥石化製品の原料転換（バイオ・CR）※

ユーザーや社会意識の変化、自動車産業等の変化

⑦ CCS・CCU（CO2回収・運搬・圧入）の技術開発※

③次世代バイオ燃料の導入・技術開発※

GI基金による実証（～30年）

GI基金による実証
（実証：～30年、

商用化：～40年））

実証検討中（30年目途）

23年稼働開始予定（鹿島）

GI基金による実証
（廃ﾀｲﾔﾘｻｲｸﾙ、商用化：30年目途)

※革新的技術。
青字は当社における目標

石油連盟のカーボンニュートラルに向けたビジョン（目指す姿）
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海外の未利用資源や再生可能エネルギーよりCO2フリー水素を取り出し、CO2と合成して
製造した再エネ合成燃料を国内製油所に持ち込み、需要家や消費者へ供給。

2

• 既存の社会インフラを活用可能で新たな社会インフラの構築不要

• CO2フリー水素の使用によりネットカーボンゼロの実現

再エネ合成燃料のサプライチェーン（本日お話しする取り組み）



再エネ合成燃料と商用化に向けた課題
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• 再エネ合成燃料とは、再エネ由来のCO2フリー水素(グリーン水素)とCO2の合成反応によ
り製造される液体燃料。

• 安価で大量の原料調達と再エネ合成燃料の収率向上がコスト削減のカギ。

H2

再生可能エネルギー

CO2
CO2

CO2
CO2

原料となるCO2

触媒を

用いた

合成反応

CO2

e-ガソリン

e-ジェット燃料

e-ディーゼル

e-ケミカル

合成粗油 合成燃料

安価で大量の再エネ水素と高濃度のCO2の調達

課題１

合成燃料の収率向上
（原料に対する出来高の比率)

課題２

※原油と同じく様々な
留分を含む



再エネ合成燃料の社会実装に向けた見通し
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出展:経済産業省「合成燃料研究会中間取りまとめ」(2021年4月)

• 再エネ合成燃料の製造コストの太宗を占めるのは、グリーン水素の調達コスト。

• 国が目標とする合成粗油の製造コスト200円/Lに到達するには、再エネ電力価格の
大幅な低減が必須であり、相応の時間を要する見込み。

【開発フェーズとマイルストーン】
2022～2025FY 要素技術開発および1BDベンチプラントによる検証
2025～2028FY 300BDパイロットプラント※1の建設および運転検証(27FYからの稼働を計画)

～2040年 1万BD級プラント※2にて自立商用化
※1 各油種数百kL/月を製造、 ※2 約50万kL/年の合成粗油を製造

• 加えて、現行の化石燃料よりも割高になる製造コストを“脱炭素価値”として需要家が
受け入れ、製品価格に反映されることが必要。

水素価格

合成粗油のコスト

100円/Nm3

[想定] 国内電力価格20円/kWh以下

約700円/ℓ

【コスト内訳】
H2 ：634円/ℓ

(=100円/Nm3×6.34Nm3/ℓ）

CO2： 32円/ℓ

製造： 33円/ℓ

国の目標コスト

約200円/ℓ

20円/Nm3

[想定] 海外電力価格1～2円/kWh＋輸送コストほか

【コスト内訳】
H2 ：127円/ℓ

(=20円/Nm3×6.34Nm3/ℓ）

CO2： 32円/ℓ

製造： 33円/ℓ

GI基金



まとめ
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◼ 石油業界は、社会全体のカーボンニュートラルの実現に向けて、脱炭素化の取り組みの

加速化や、脱炭素技術の研究開発・社会実装にチャレンジして参ります。

◼ 再エネ合成燃料については、商用化に向けて、グリーンイノベーション基金事業において

製造過程における更なる収率向上・コスト低減に取り組んで参ります。

◼ しかし再エネ合成燃料の社会実装のためには、技術開発だけではなく、大量かつ安価な

再生可能エネルギー源をはじめとする大規模な投資や、脱炭素価値が製品価格に適切

に反映されるための制度作りなど、多くの高いハードルを越える必要があります。

◼ これらのハードルは一企業・一業界としての取り組みだけでは処し難い課題でありますので、

本協議会において皆様からのご知見を賜るとともに課題解決に向けた連携を深めたく、

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。


